
少年法等の一部を改正する法律に係る附帯決議

１ 衆議院法務委員会における附帯決議（抜粋）

政府及び最高裁判所は、本法の施行に当たり、次の事項について格段の

配慮をすべきである。

一・二 （略）

三 罪を犯した者、とりわけ十八歳及び十九歳などの若年者の社会復帰の

促進を図るため、前科による資格制限の在り方について、対象業務の性

、 、質や実情等を踏まえつつ 府省庁横断のしかるべき場を設けるなどして

政府全体として速やかに検討を進め、その結果に基づいて、法改正を含

め必要な措置を講ずること。

四・五 （略）

右決議する。

２ 参議院法務委員会における附帯決議（抜粋）

政府及び最高裁判所は、本法の施行に当たり、次の事項について格段の

配慮をすべきである。

一・二 （略）

四 罪を犯した者、とりわけ十八歳及び十九歳などの若年者の社会復帰の

促進を図るため、前科による資格制限の在り方について、対象業務の性

、 、質や実情等を踏まえつつ 府省庁横断のしかるべき場を設けるなどして

政府全体として速やかに検討を進め、その結果に基づいて、法改正を含

め必要な措置を講ずること。

五～八 （略）

右決議する。
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